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調 査 西濃を中心とした地域の景況レポート

●調査期間	 2024年１月～３月実績　2024年４月～６月見通し

●調査時点	 2024年３月

●調査対象	 西濃を中心とした地域の当金庫取引先事業所

●調査方法	 アンケート調査
	 前期（3ヶ月前）・前年同月（12ヶ月前）とを比較した質問を実施。

●回答企業数	 575（回答率　95.8%）

●調査結果

景気の状況と今後の見通し

全
産
業
総
合

▶�概況　全業種の 3か月前との比較で見た業況判断ＤＩは、3.7 となり前期 3.6 と比べ 0.1 良化した。業種別の業況では、製造業、卸売業、サ
ービス業は前回調査より良化したが、小売業、建設業、不動産業については厳しい状況になった。
　�全産業総合の個別項目については、生産・売上ＤＩ（前期 8.5 ➡ 3.3）、収益ＤＩ（前期▲ 5.4 ➡▲ 3.1）、資金繰りＤＩ（前期▲ 6.3 ➡▲ 7.2）と、
生産・売上、資金繰りの項目については悪化、収益についても前期より良化傾向にあるが良化幅は小さい。物価高の影響が引き続き売上、収益、
資金繰りに影響している状況が窺える。全産業総合における今後 3か月間の予想では、業況、生産・売上、収益は良化傾向にあるが、資金繰
りについては悪化の見通しである。設備投資の今後の実施予定については 2.0％と今期 1.6％より増加見込み。設備導入における目的につい
ては、「合省力化」が最も多く、燃料、光熱費高騰や、人手不足に対して、設備導入による解決を検討している状況が窺える。

製

造

業

▶�概況　製造業全体の業況判断ＤＩは 8.1 と前期より 1.5 良化した。今後の見通しについても 9.6 と良化傾向にて推移している。一方で製造業
内での今期業況判断ＤＩは、衣服その他の繊維（前期▲ 11.1 ➡ 33.3）、金属プレス・メッキ（前期 0.0 ➡ 7.7）は大幅な上昇に対し、食料
品製造（前期 17.6 → 0.0）と大幅に低下し製造業内においても業況について大きな差がある事が窺える。
▶製造業コメント
・�原材料価格の高騰についてのコメントが多く見受けられたが、取引先との交渉により徐々に価格転嫁ができているとのコメントも多数見受け
られた。原材料高騰に対応する対策を積極的に行っていることが窺える。
・�受注については、安定してきたとのコメントも見受けられた一方、人材について、人手不足などの人材不足に対するコメントも多く見受けら
れた。特に従業員の高齢化と若手従業員の不足という経営上の問題に対して若手の採用・育成が必要となっている。

卸

売

業

▶�概況　卸売業の業況判断ＤＩは▲ 10.5 と前期▲ 13.2 より良化。今後の見通しについては、▲ 15.8 と悪化傾向にあると見込んでいる。項目
別では、生産・売上ＩＤが前期▲ 2.6、今期▲ 13.2 と悪化傾向。今後の見通しについては▲ 13.2 と同水準が続く見通し。収益については前
期▲ 13.2、今期▲ 10.5 と良化傾向にあるが、今後の見通しについては、▲ 21.1 と厳しい状況が続く見通しである事が窺える。
▶卸業コメント
・�インバウンド需要により、売上は増加している一方で、仕入価格の高騰や運賃の値上げ等による利益率低下のコメントが見受けられた。また、
能登半島沖地震の影響により、物流が停滞したとのコメントも複数見受けられ、震災の影響が西濃地方まで及んでいることが窺えた。
・今後の業況は不透明との先行きに対する不安のコメントが多数見受けられ、業況ＩＤの今後の見通しの結果について裏付ける結果となった。

小

売

業

▶�概況　小売業の業況判断ＤＩは▲1.0と前期1.9 より悪化。今後の見通しについては3.8と良化を見込んでいる。生産・売上ＤＩ値は、前期
8.5、今期1.9、今後の見通し5.7と良化が見込まれる。コメントからは、売上はコロナ禍前の水準まで回復しているとのコメントがいくつか寄
せられた。一方で仕入れ値が高騰しているコメントも見受けられ、原材料の高騰の影響が幅広い業種に影響を与えていることが窺えた。
▶小売業コメント
・�オンラインでの販売が加速している。オンライン販売では、顧客のニーズを正確に把握することが必要などのデジタル化のコメントや顧客の
ニーズが細分化しているとのコメントが複数見受けられ、今後の小売業について、顧客のニーズに合わせた個別にカスタマイズした商品の販
売が必要となることが窺える。
・今後も利益率が低下することを踏まえ、効率性と生産性の向上による利益率の上昇を目指すコメントも見受けられた。

サ
ー
ビ
ス
業

▶�概況　サービス業の業況判断ＤＩは 5.5 と前期▲ 2.2 より良化。今後の見通しについては▲ 2.2 と悪化が予想される。項目別では、生産・売
上ＤＩが前期 7.6、今期 6.6 と悪化。今後の見通しについても 0.0 と悪化が続く見通し。収益ＤＩについては、前期▲ 2.2、今期▲ 4.4 と悪化。
今後の見通しも▲ 6.6 と更に悪化を見込んでいる。コメントからは、イベント等は復活しているが、競争が激化しているとのコメントが見受
けられた。
▶サービス業コメント
・�効率性やコスト削減の観点から、単純作業やルーチン業務の自動化を検討しているコメントが見受けられ、付加価値の高い業務について、従
業員に集中させる意向が窺えた。一方で人材不足のコメントも多く見受けられ、人材確保について引き続き厳しい状況が続くことが懸念される。
・�持続可能性や社会的責任の観点に対するコメントが見受けられ、サービス業についても環境への配慮や社会貢献活動への取り組みを重要視し
ていることが窺えた。

建

設

業

▶�概況　建設業の業況判断ＤＩは 5.0、前期 8.9 と悪化傾向。今後の見通しについては 11.6 と良化を見込んでいる。項目別では、生産・売上
ＤＩが前期 10.6、今期▲ 0.8 と悪化。今後の見通しは 7.4 と良化が見込まれる。収益ＤＩについては前期 5.7、今期▲ 1.7 と悪化、今後の
見通しについては 8.3 と良化を見込んでいる。コメントからは、公共工事減少における競争の激化、人手不足の声が見受けられた。
▶建設業コメント
・�人材不足については、従業員の高齢化による技術熟練者の減少、若手人材の不足についてのコメントが見受けられた。一方で、人材確保に向
け教育・訓練プログラムの充実を図り、働き方改革や働きやすい環境の整備を進めているとのコメントが見受けられ、人材の確保・流出の阻
止についても対応していることが窺える。
・�環境配慮や再生可能エネルギーの活用等の検討についてのコメントも見受けられ、建設業においても持続可能性の観点に注目していることが
窺える。

不
動
産
業

▶�状況　不動産業の業況判断ＤＩは▲ 4.5 と前期 9.1 より悪化。今後の見通しは▲ 4.5 と横這いを見込んでいる。項目別では、生産・売上ＤＩ
が前期 9.1、今期 0.0 と悪化。今後の見通しについては 4.5 と回復を見込んでいる。収益ＤＩについては、前期 0.0、今期▲ 9.1 と悪化。今
後の見通は 4.5 と回復を見込んでいる。コメントからは、資産の一部として都市部の不動産を保有したいとの観点から、今後需要が増加が予
想されるとのコメントが見受けられた。一方で、郊外では過疎化や空き家問題などが深刻化する見込みとのコメントも見受けられ、今後は都
市部と郊外での不動産格差が広がることを懸念していることが窺える。
▶不動産業コメント
・�建設資材の高騰及び人手不足による人件費の高騰に伴い、不動産価格も増加傾向にあるとのコメントが見受けられた。原材料の高騰と人手不
足が不動産業にも影響を与えていることが窺える。

　回答企業の内訳
製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業 合計
197 38 105 91 122 22 575

　対象企業の地域
大垣市 瑞穂市 本巣市 海津市 養老郡
236 20 72 16 40
不破郡 安八郡 揖斐郡 本巣郡 その他 合計
28 50 92 13 8 575

 図表１　景況ＤＩ値

業　　種
業　　況 生産・売上 収　　益 資金繰り

前期DI 今期DI 今後の見通し 前期DI 今期DI 今後の見通し 前期DI 今期DI 今後の見通し 前期DI 今期DI 今後の見通し

全 産 業 総 合 3.6 3.7 4.9 8.5 3.3 5.6 ▲ 5.4 ▲ 3.1 0.2 ▲ 6.3 ▲ 7.2 ▲ 7.8

製 造 業 総 合 6.6 8.1 9.6 9.6 8.6 10.7 ▲ 2.1 2.6 7.7 ▲ 5.6 ▲ 5.7 ▲ 6.2

食 料 品 製 造 17.6 0.0 0.0 5.9 0.0 ▲ 6.7 ▲ 5.9 ▲ 20.0 ▲ 20.0 5.9 ▲ 6.7 ▲ 6.7

衣服その他繊維製品 ▲ 11.1 33.3 16.7 ▲ 11.1 33.3 16.7 ▲ 22.2 8.3 16.7 ▲ 11.1 0.0 0.0

窯 業 ・ 土 石 44.4 0.0 0.0 44.4 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 ▲ 22.2 0.0 0.0

金 属 製 品 10.0 11.8 17.6 16.7 11.8 11.8 ▲ 3.3 5.9 0.0 ▲ 6.7 ▲ 11.8 0.0

金属プレス・メッキ 0.0 7.7 0.0 5.3 15.4 15.4 ▲ 15.8 7.7 15.4 5.3 ▲ 7.7 ▲ 15.4

そ の 他 製 造 業 ▲ 6.7 ▲ 10.3 0.0 ▲ 3.3 7.7 12.8 ▲ 13.3 ▲ 12.8 ▲ 7.7 ▲ 13.3 ▲ 17.9 ▲ 17.9

卸 売 業 ▲ 13.2 ▲ 10.5 ▲ 15.8 ▲ 2.6 ▲ 13.2 ▲ 13.2 ▲ 13.2 ▲ 10.5 ▲ 21.1 ▲ 5.6 ▲ 5.6 ▲ 5.6

小 売 業 1.9 ▲ 1.0 3.8 8.5 1.9 5.7 ▲ 3.8 ▲ 7.6 ▲ 1.0 ▲ 12.6 ▲ 12.7 ▲ 9.8

サ ー ビ ス 業 ▲ 2.2 5.5 ▲ 2.2 7.6 6.6 0.0 ▲ 2.2 ▲ 4.4 ▲ 6.6 ▲ 3.3 ▲ 7.7 ▲ 7.7

建 設 業 8.9 5.0 11.6 10.6 ▲ 0.8 7.4 5.7 ▲ 1.7 8.3 ▲ 3.3 ▲ 3.3 ▲ 3.3

不 動 産 業 9.1 ▲ 4.5 ▲ 4.5 9.1 0.0 4.5 0.0 ▲ 9.1 4.5 0.0 0.0 0.0

今後の見通しは今期DI 値と比較してDI 値がプラスの場合は 　マイナスは 　０は 　で表記。

 図表２　設備投資の状況  図表３　経営上の問題点

業　種
設備投資 経営上の問題点

売上・受注の減少 人手不足 競争の激化 その他
今期実施
割合

投資の内訳
（最も多いもの）

設備の目的
（最も多いもの）

今後の
実施予定

今期
割合

前期と
の比較

今期
割合

前期と
の比較

今期
割合

前期と
の比較

今期
割合

前期と
の比較

全産業総合 1.6% 機械の新・増設 合省力化
拡販投資 2.0% 40.3% 39.5% 15.7% 4.7%

製造業総合 3.6% 機械の新・増設 拡販投資 2.5% 39.6% 39.1% 7.1% 2.5%

卸 売 業 0.0% ― ― 0.0% 44.7% 39.5% 21.1% 5.3%

小 売 業 0.0% ― ― 1.0% 49.5% 21.9% 23.8% 9.5%

サービス業 0.0% その他 拡販投資 3.3% 40.7% 42.9% 25.3% 4.4%

建 設 業 1.7% 土地更改 合省力化 1.7% 30.3% 53.3% 12.3% 3.3%

不 動 産 業 ― ― ― ― 50.0% 36.4% 22.7% 9.1%

（今後の実施予定は今期実施割合と比較して増加する場合は 　
 減少する場合は 　変わらない場合は 　で表記）

（前期との比較は前回調査と比較して増加している場合は 　減少している場合は 　
 変わらない場合は 　で表記）　

 図表４　主要ＤＩ値の推移
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（調査の分析は３か月前と比較した回答結果を中心におこなっています。しかし３か月前との比較は季節的な要因を含ん
でおり長期の景況感の変化を見るため、業況・売上・収益の３項目については、前年同月と比較してどうだったのかを質
問しています。図表 4はこの前年同月と比較した景況感を時系列のグラフにしたものであり、西濃を中心とした地域の
長期の景況感の推移を示しています）
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特別調査 危機管理に関する特別調査

１．�事業の継続が困難になると想定しているリスクに
ついて教えてください（複数回答）

２．�事業継続計画（以下、ＢＣＰ）という言葉を聞
いたことがありますか

５．�事業中断リスクに備えた施策や検討内容について
教えてください（複数回答）

６．�サイバーセキュリティ対策の必要性についてどの
ように考えていますか

７．�現在、サイバーセキュリティ対策を行っています
か

８．サイバーセキュリティ対策についてどのような対策を行っていますか（複数回答可）

４．�BCP を策定していない理由について教えてく
ださい（複数回答）

３．ＢＣＰの策定状況についてお聞きします

　令和6年1月1日に発生した能登半島沖地震では甚大な被害が発生し、復旧には相当な時間が必要とされてい
ます。他にも毎年のようにゲリラ豪雨、台風などの風水害や土砂災害などの自然災害のほか、不穏な海外情勢
やサイバー攻撃など、経営リスクが高まっています。そのような中、企業には危機管理が強く求められ、平常
時から緊急事態に対する準備が必要となります。このような状況を踏まえ、今回は危機管理をテーマに特別調
査を実施しました。

　サイバーセキュリティ対策として「ウイルス
対策ソフト・サービスの導入」を行っている回
答が最も多い結果となった。一方、他の対策に
ついては導入が進んでいない状況が窺え、また
「対策を行っていない」も 35.2％を占め、サイ
バーセキュリティ対策についてまだ進んでいな
いことが窺える。
　サイバーセキュリティは個人情報や重要な
データの保護、事業の持続性確保など、幅広い
リスクに関わる重要テーマとなる。今後も企業
にはサイバーセキュリティ対策を意識し、適切
な対策を講じることが求められる。

　「ＢＣＰ策定に必要なスキル・ノウハウがない」
が最も多い結果となった。ＢＣＰには、リスク評価
やビジネスプロセスの分析、代替手段の検討などが
含まれ、策定に必要なスキル・ノウハウが必要とな
る。企業内にスキルやノウハウが不足していること
が分かった。

　「従業員の安否確認手段」が 35.4％の結果となり、
事業を再開させるには、まず従業員の安否情報につい
て把握を行いたい意向が窺える。

　サイバーセキュリティ対策について、「非常に必
要」「ある程度必要」の合計が 60.3％の結果となり、
サイバーセキュリティへの注目度の高さが窺える。

　「対策をしている」「対策を検討している」の合計
が 56.1％の結果となった。デジタル技術の発展によ
るサイバー攻撃の脅威が増大している現代社会におい
て、企業が直面するリスクを多くの企業が認識してい
ることが分かる。

　調査した全産業において事業継続が困難になるリス
クとして、「自然災害（地震、風災害、噴火など）」の回
答が69.0％と最も多い回答となった。次いで「設備の
故障」が41.9％の結果となり、非常事態や設備の故障等、
予測不可能な出来事に直面した場合に事業継続が困難
になると想定していることが分かった。

　全産業においては、「策定している」「現在策定中」「策定を検討している」の合計が24.1％にとどまり、半分
以上が「策定していない」「分からない」の結果となった。
　業種別においては、製造業総合の「策定している」の割合が大きく、生産活動に対しての影響を最小限に抑え
たい考えがあることが窺える。

　ＢＣＰについて「聞いたことがあり、意味を知っ
ている」が 21.1% にとどまり、「聞いたことはあ
るが、意味はよく知らない」「聞いたことがない」
の合計が約 80％を占める結果となった。ＢＣＰに
ついて認知度が低いことが窺える。
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策定している
9.1%

卸売業
現在、策定中
5.3%

策定を
検討している
15.8%

策定していない
36.8%

分からない
36.8%

策定している
5.3%

全産業総合

聞いたことはあるが、
意味はよく知らない
36.5%

聞いたことがない
42.4%

聞いたことがあり、
意味を知っている
21.1%

不動産業
現在、策定中 0.0% 策定を

検討している
4.6%

策定していない
45.5%

分からない
50.0%

策定している
0.0%

サービス業
現在、策定中 1.1% 策定を

検討
している
5.5%

策定していない
49.5%

分からない
34.1%

策定している 9.9%

0 10 20 30 40 50 60 70

自然災害（地震、風水害、噴火など）
設備の故障

感染症（インフルエンザ、新型ウイルス）
情報セキュリティ上のリスク

物流（サプライチェーン）の混乱
火災・事故

取引先の被災
取引先の倒産
戦争やテロ
その他

69.0%
41.9%

20.4%

31.2%

23.1%

9.1%

15.6%
16.0%

3.6%
1.1%

全産業総合

全産業総合

策定に必要なスキル・ノウハウがない

策定できる人材を確保できない

策定する時間を確保できない

自社のみ策定しても効果が期待できない

必要性を感じない

リスクの具体的な想定が難しい

策定する費用を確保できない

その他

0 10 20 30 40

16.4%

16.8%
6.8%書類作りで終わってしまい、

実践的に使える計画にすることが難しい

35.8%

8.3%

26.6%

5.1%
4.0%

11.0%

0 10 20 30 40 50 60
全産業総合

ウイルス対策ソフト・サービスの導入

ウェブ閲覧のフィルタリングソフトウェアの導入

ファイアウォールの導入

暗号化製品の導入（ディスク、ファイル、メール等）

ワンタイムパスワード、ICカード、整体認証の導入

メールフィルタリングソフトウェアの導入

その他

対策を行っていない

55.4%

35.2%

12.9%
3.9%

1.9%
3.1%

7.6%
6.6%

4.1%

VPN（Virtusl Private Network
仮想専用通信網）の導入

全産業総合

従業員の安否確認手段

情報システムのバックアップ

緊急時の指揮・命令系統の構築

災害保険への加入

調達先・仕入先の分散

生産・物流の分散

業務の復旧訓練

特に実施・検討をしていない

事業所の安全確保（建物の耐震補強、
設備の転倒・落下対策など）

多様な働き方の制度化
（テレワーク、時差出勤等）

0 10 20 30 40
35.4%

35.9%

20.8%
18.1%

23.8%
18.8%

6.8%
3.5%
4.1%
5.3%

全産業総合
非常に必要
13.6%わからない

16.4%

ある程度必要
46.7%

あまり必要ではない
13.9%

不要
9.4%

全産業総合

対策している
36.2%

わからない
19.5%

対策を検討している
19.9%

対策していない
24.4%



Vol.18より景況レポートはだいしんビジネスてらすレポートに変更になりました。
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レポート

だいしん
ビジネスてらす

■ 本レポートの分析について
本レポートの全業種総合及び各業種の分析は、前期（3ヶ月前）と比較した回答結果
で実施しました。

■ ＤＩ（Ｄｉffusion Index)について
ＤＩとは、増加企業割合から減少企業割合を引いた数値で、どちらの力が強いかを
比べて、景気がどの方向に向きつつあるかを見る方法である。
（例）前期に比べて売上が増加した企業割合30％、変わらなかった企業割合50％、
減少した企業割合20％の場合、ＤＩは30％－20％＝10％となる。

だいしん
ケータイサイトは
こちらから

大垣西濃信用金庫は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

〔第17回〕

「つながーれ」は、だいしん経済クラブ・だいしん経営者懇話会を中心に、
地元経営者の皆様のご縁を結ぶコーナーです。

お客様
とお客様をつなげたい

Circle of 
friends

つ
な
が
ー
れ
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ト
！

同級生です

土地家屋調査士

高木 康樹さん

高木測量登記事務所

（大垣市出身/50歳）

休日は夫婦で出かけてリフレッシュ
最近は育児が一段落ついて夫婦の時間が増えたので、二人で旅
行やドライブなどを楽しんでいます。昨年は銀婚式を迎えたことも
あり、二人の思い出の場所を巡る旅行も企画しました。お出かけ
以外では友人夫婦とホームパーティーがてら麻雀をするのも楽し
みのひとつです。毎日仕事中も一緒の二人ですが、休日にリフレッ
シュして、これからも夫婦仲良く過ごせたらいいなと思っています。

（大垣市出身/50歳）

専務

廣瀬 清和さん

広瀬自動車

「あなたの街のカーライフパートナー」
として、車検や新車・中古車販売など
幅広く対応が可能です。

「杭を残して、悔いを残さず」
不動産登記や土地の測量等、
お気軽にご相談ください。
岐阜県大垣市緑園50番地１
Tel.0584-81-4287

7年ほど前からブームに乗っかり家族でキャンプを楽しんでいます。
毎年1回は富士山の見えるキャンプ場へ。満天の星が降り注ぐ静
寂の夜も乙ですが、早朝の富士山は特におすすめ。朝日がきらめ
く山肌が一瞬一瞬絵画のように変化します。大自然の力強さと美
しさに触れ心が満たされるとともに、日常から解放されて心を無に
することもできます。自然と一体になる心豊かな時間です。

早朝の富士山を眺めて飲むコーヒーは格別です

高木測量登記事務所
高木 康樹さん

広瀬自動車
廣瀬 清和さん

株式会社大石電気商会
大石 真規さん

有限会社スギノ自動車
杉野 聖丈さん

大丸松下食品株式会社
松下 卯蔵さん

 

岐阜県大垣市木戸町2丁目62
Tel.0584-78-9482

 有効求人倍率・新規求人倍率の推移
　　（対象地域：西濃地方＝2市４郡＝大垣市・海津市・不破郡・養老郡・安八郡・揖斐郡）� （単位：％）

 各地域と当金庫地区内の景気動向比較� （単位：ポイント）

22.9 23.3 24.323.919.9 20.3 20.9 21.3 21.9 22.3

全国　　　R6.  3 　12
東海地方　R6.  3 　10

西濃地方　R6.  3 　  3.7
岐阜県　　R6.  3 ▲  9.2
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求 人 倍 率

景 気 動 向 比 較 

●有効求人倍率とは
月間有効求人数（先月から繰り越した求人数に、当月新たに発生し
た求人数を合計したもの）を月間有効求職者数（先月から繰り越
した求職者数に、当月新たに発生した求職者数を合計したもの）
で割ったもの

（資料：全国及び東海地方のデータは日銀短観 / 岐阜県のデータは法人企業景気予測調査）

●日銀短観とは（DI 調査）
正式名称を「全国企業短期経済観測調査」といいます。全国の企業
動向を的確に把握し、金融政策の適切な運営に資することを目的
に、全国の約1万社の企業を対象に四半期毎に実施されておりま
す。
全国のデータ　出典 / 「全国企業短期経済観測調査」（日本銀行）
https://www.boj.or.jp/statistics/tk/index.htm/　を加工し
て作成
東海地方のデータ　出典 / 「東海３県の短観」（日本銀行　名古屋
支店）https://www3.boj.or.jp/nagoya/toukei.html　を加工
して作成

●法人企業景気予測調査とは（BSI 調査）
法人企業景気予測調査は我が国経済活動の主要部分を占める企
業活動を把握することにより、経済の現状及び今後の見通しに関
する基礎資料を得ることを目的として、資本金１千万円以上の法
人企業を対象に実施している調査です。
出典 / 「法人企業景気予測調査」（東海財務局）http://tokai.mof.
go.jp/gifu/g_keizaiindex.htm　を加工して作成

新規求人倍率

有効求人倍率
有効求人倍率
R6.1　1.34

新規求人倍率
R6.1　2.22

3.50

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00
22.2　22.3　22.4　22.5　22.6　22.7　22.8　22.9　22.10　22.11　22.12　23.1　23.2　23.3　23.4　23.5　23.6　23.7　23.8　23.9　23.10　23.11　23.12　24.1

全国 9,118 99.0
東海地方 348 99.7

岐阜県 163 87.1
西濃地方 575 95.8

※直近調査データ対象企業数　回答率（％）

●新規求人倍率とは
新規求人数（当該月に新たに受け付けた求人数の合計）を新規求
職者数（当該月に新たに受け付けた求職者数の合計）で割ったもの

西濃を中心とした地域の景況レポート各種統計資料


